
コロナ禍での貿易問題から対⽴構造について考える中学校における世界の諸課題の学習 
 
１ 校種・教科・科⽬（分野） 中学校・社会科・公⺠的分野 
 
２ 単元名 これからの世界と⽇本 
 
３ 学習指導要領上の位置付け Ｄ（２）私たちと国際社会の諸課題 
 
４ カリキュラムマップとの関連性 多様性の尊重 平和で安全な社会 
 
５ 単元⽬標 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう⼒・⼈間性 
世界の諸課題について知る
ことができる。 
 
 

世界の諸課題について多⾯
的・多⾓的に分析し、その下
⼈や解決策について表現す
ることができる。 

世界の諸課題について世界
規模で考え、⾃分たちでも
できることを⽣活の中から
⾒つけることができる。 

 
６ 単元の特⾊（教材観） 
  本単元は、世界の諸課題について知り、その課題の原因である対⽴構造を知ることが
できる。その課題を⾒ていく中で、⽇本とこれからの⽇本⼈が持続可能な開発をしていく
ためにどのようなことができるかを考えることができる意義ある単元である。  
 本学級の⽣徒は、前時までにコロナ禍に起こったマスクの問題とワクチンの先進国の偏
りという貿易の⾯から世界の諸課題について考えている。その中で、正義については、国
家として当然である国⺠の安全保障という⾯の閉じられた正義と世界全体の⼈権を守ると
いう開かれた正義について気づきつつある⽣徒がいる。幸福については、国⺠としての幸
福と世界全体の幸福度の上昇について天秤のような関係になると考えている⽣徒がいる。  
 本時は、初めに⽇本をはじめとする先進国によるワクチンの買い占めについて各班の公
正、⾃国内での対⽴と他国との対⽴、持続可能性、正義と幸福についての考えが書かれた
シートを⾒て、ムーブノート内でコメントをし合う。その後、前時の中国の⾏動と⽇本の
⾏動を⽐べることで、⼆つのケースの分析結果が似ていることに気付かせる。その後、な
ぜ、そうなるかを聞くことで、開かれた正義と閉じられた正義を明確化させ、幸福につい
て考えさせていく。話し合いを通して、閉じられた正義に基づく国家と開かれた正義に基
づく⾏動をとることができる国⺠との違いに気づき、世界全体が幸福になるためにできる 
ことの違いについて考え、これからの世界で必要とされるシティズンシップについて考え
させたい。  
７ カリキュラム・マネジメント 
  今回の授業においては、正義と幸福の要素を取り⼊れた。正義については、中学校道徳
科の価値項⽬「C 主として集団や社会とのかかわりに関すること」の中の「１１ 正義と
公正さを重んじ、誰に対しても、差別や偏⾒のない社会の実現に努めること」と関連させ



る授業を⾏った。中学校段階の道徳が⽬指すものとして、「⾃分も社会全体も幸福になれる
開かれた正義」と「⾃分たちの⾏為によって他⼈が不幸になる閉じられた正義」について
⽣徒同⼠で語ることができるようになることを⽬指す。そのため、⽣徒たちは、普段の道
徳の中で、⾒⽅を変えると“公正”が変わるという経験をしている。そのため、今回の研究
に関連させる倫理分野と関連させることができると考えて授業で取り⼊れた。 
８ 単元計画 

時間 ねらい・学習活動 重点 記録 評価 
１ ・世界の格差問題について知り、地

図上で世界の南北で富の偏在の現
状について知る。 

知識 
技能 

 ・世界の格差問題について南北問題
について世界地図から富の偏在を
⾒出すことができる。（発⾔・振り返
り） 

２ ・国際分業とグローバル化による貿
易問題について知る。 

知識 
技能 

 ・世界の貿易問題について知ること
ができる。（発⾔・振り返り） 

３ 
４ 

マスク問題を引き起こした中国の対
応は正義なのか考えよう。 

思 考
判 断
表現 

〇 ・マスク価格の変動と中国からの輸
⼊量の変化のグラフから中国の貿
易について対する⾏動について正
義と幸福の概念を使って分析する
ことができる。 
（発⾔・ワークシート・コメント） 

５ 
６ 

コロナのワクチンを１回も打ててい
ない国があるのに、⾃分で作ってい
ない⽇本が３回⽬を打てるだけのワ
クチンを確保しているのは正義なの
か考えよう。 

思 考
判 断
表現 

〇 ・ワクチンを製造できていない国が
世界全体のワクチンを買い占めて
いる現状と国⺠の８０％が摂取し
ている受益者である⾃分たちの⾏
動を正義と幸福の概念を使って分
析することが出来る。（発⾔・ワーク
シート・コメント） 

７ コロナ禍など世界がアクシデントに
⾒舞われたときに世界全体が幸福に
なっていくためにはどのようなこと
が必要なんだろう。 

思 考
判 断
表現 
学び  

〇 ・中国の⾏動と⽇本の⾏動を⽐べる
ことで、⼆つのケースの分析結果が
似ていることに気付き、開かれた正
義と閉じられた正義を明確化させ、
幸福について考えさせていく。話し
合いを通して、閉じられた正義に基
づく国家と開かれた正義に基づく
⾏動をとることができる国⺠との
違いに気づき、世界全体が幸福にな
るためにできることの違いについ
て考え、危機の時に世界で必要とさ
れるシティズンシップについて考
えることができる。 



（発⾔・ワークシート・コメント） 
 
９ 実施概要 
本単元を通じて⽣徒たちが使⽤したレーダーチャート  

 

 

 

第５時・第６時で提⽰した資料  

３・４時で⽣徒に提⽰した資料 



 

第７時の過程 
 学習活動・予想される反応 ・教師の⽀援 〇評価 ◇問いを⽴たせる

発問 
 
 
つ 
 
か 
 
む 
 
 
15 
分 

 
 
 
・他国との対⽴で、ワクチンを製造して販

売している国は、その分の代⾦をもらっ
ているはずだから対⽴は少ないと思う。 

・他国との対⽴について、アフリカの⼈た
ちは⽇本のことをうらやましいと思って
いると思う。 

・公正については、きちんと⼿続きをして
代⾦を払っているのだから公正だと思
う。しかし、正義かというとそれは⾃分
の国の国⺠だけだから正義とは⾔えない
と思う。 

・持続可能性の⾯で、ワクチンを買い占め
ている⽇本はもっとはやく⾃分たちで作
ることができるようにしないと売ってく
れなくなってしまうかもしれない。 

・△△さんと話をしていて、この班の持続
可能性が低いことが気になった。 

 
 

 
深 
 

 
 
 ・国として国⺠の幸福度を⾼める⾏動を

 
 
・中国のケースと⽇本のケースが国⺠の安

    

【学び合い学びを深めるために】 
・⽣徒の思考を⾒える化するためにムーブノートの

コメント機能を使⽤する。 

・⽣徒がいろいろな班の意⾒と⾃分たちの意⾒を⽐

べるためにホワイトボードシートを教室の各箇

所に貼って⾃由に⾒ることができるようにする。 

・⾃由に⾒て、クラスメイトと話し合いができるよ

うにするために、机の隊形をホワイトボードシー

トに対して正⾯にするようにする。 

・ムーブノートのコメントをする活動を通して⽣徒

の思考を深めるために、以下の語形を⽤意する。 

○○について△△という意⾒を⾒て、××だと思

った。 

○○については⾃分たちと似ているからよくわ

かった。だけど、××については、◇◇だと思う。 

△△さんと話をしていて××についてもっと知

りたいと思った。 

〇他の班のシートを⾒て、コメントをし合おう。 

〇なぜ、ケース１とケース２のグラフは似てしまうのか考えよう。 



め 
 
る 
 
25 
 
分 

することは当然だと思う。 
 ・他国との対⽴より、⾃国内で対⽴が起

きた⽅が国としては困ると思う。 
・⾃国優先になると他国との対⽴が過激

化する可能性もある。 
・他国との対⽴が強くなりすぎると第２
次世界⼤戦みたいになってしまう結局
国⺠が困る。 

 
 
 
 
 
 
 
 【国家】 

・⾃分たちの国⺠が困らないように考え
るのは国家としては正しい。 

・他国との対⽴が戦争にまで発展しない
ように外交や貿易の交渉で戦争は回避
していくことが必要。 

・⾃国⺠の幸福を最⼤化するような政治
家が国⺠からは⽀持されるはず。 

 【国⺠】 
 ・⾃分たちが世界の課題を知って⾏動す

ることが⼤切 
 ・⾃分たちが選んだ政治家が⾃国⺠の幸

福だけでなく他国⺠の幸福まで考える
政治家を選んでいくことが必要 

 ・世界全体の幸福が最⼤化するために、
⾃分たちが解決していくための⾏動を
してくことが⼤切だと思う。 

全保障という⾯で似ていることに気付か
せるために最も拍⼿が多かった班の２つ
のシートを並べて掲⽰する。 

・閉じられた正義に基づく国家と開かれた
正義の⾏動をとることが出来る国⺠に焦
点を当てるために、以下のような発⾔を
中⼼に取り上げる。 

 「国家としてはしょうがない」 
 「⽇本も同じようなことをやるかもしれ

ない」 
 「このまま対⽴が続くと世界はどうなっ

てしまうだろう」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・根拠のない理想論に集中してきた場合

は、「なぜそれができないのだろうか」と
問い返すことで、⾃分たちのことが⼀番
⼤切だと考える弱い国⺠の⾯を考えさせ
る。 

・理想論が出てきた場合は⾃分たちができ
そうな具体的なことを考えるために、「⾃
分たちが出来そうなことはないのかな」
と問い返す。 

〇⼆つのグラフを似ていることに気付き、
その原因について考えることができた
か。（発⾔） 

ま 今⽇の授業で考えたことについて発表しよ ・今⽇の授業による変容が分かるようにす

◎これから世界全体が幸福になるために⼤切なことを国家と国⺠に分けて考えよう。 

【⽣徒の⼼に問いを⽴たせる発問】 
閉じられた正義に基づく⾏動ができな
い国家についての発⾔が増えてきた場
合、開かれた正義に基づく⾏動ができる
国⺠に視点を変えるために以下の発問
をする。 
「国⺠も国家と同じ⾏動しかとれない

のだろうか」 
「世界全体の幸福は国家の⾏動でしか
⾼めることが出来ないのか」 



と
め
る 
10
分 

う。 
・国家の正義を追求していくと、世界全体
の幸福が減少することがあることが分かっ
た。 
・マスクの時は確かに困ったし、他の国の
ことなんてわからなかったけど今後はそう
いう時に世界全体について考えることが⼤
切。 
・世界中が協⼒して貿易していくことが⼤
切 

るためにムーブノートのスタンプ機能を使
⽤する。 
・授業の感想を⾒るために、ムーブノート
の広場の機能を使⽤する。 
・世界全体の幸福を考えた⽣徒の意⾒の意
図を理解するためにグループ全体で共有す
る。 
〇世界が危機の時に求められるシティズン
シップについて考えることができたか。 

（発⾔・ワークシート） 
 
１０ 評価と⽣徒の実態  
 １０−１ 評価 
 ・中国の⾏動と⽇本の⾏動の⼆つのグラフが似ていることに気付き、その原因について開か

れた正義と閉じられた正義を意識して考えることができたか。   （思考・判断・表現）  
 ・世界が危機の時に求められるシティズンシップについて国家と国⺠について分けて世界の

幸福を⾼める⽅法について考えることができたか。   
（思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度）  

 
  



１０−２ ⽣徒が作成したホワイトボードシートと授業中に⾏われた書き込み  

 

  
１１ １８歳市⺠⼒の育成に向けての提案 

  



 １８歳市⺠⼒の育成に向けて、世界の諸課題の単元においては、中学校３年⽣という発
達段階では「協調しなければならない」ことは理解している⽣徒が多い。そのため、「なぜ、
それができないのか」をキーワードにして、⾃国⺠や⾃分たちの利益を最⼤化させてしま
う⼈間の弱さや国家の⾏動の特性に着⽬させる。そうすることで、世界の諸課題について
理想と現実の対⽴構造が構築できる。この対⽴構造について社会の⾒⽅・考え⽅を使って
個⼈で考えた後に、クラスメイトと考え合うことで、多様な価値観に触れ、答えのない課
題について話し合いを通じて洗練された⾃分なりの答えをもつことができ、それが１８歳
市⺠⼒の育成につながると考えられる。 

今回の実践を通して、持続可能な世界にしていくために政治家の役割の重要性に着⽬す
る⽣徒もいた。中学校社会科の総まとめとしてこの単元を扱うことができる。さらに、世
界の諸課題を分析する上で、国家や国⺠の⾏動、社会のあり⽅について、それが誰にとっ
て「正しい、正しくない」や、それが「誰が幸せになるのか」を考える中で、⽣徒たちの
意⾒が衝突することがあった。世界の諸課題の単元だけでなく、新しい⼈権などの単元な
ど、「正義」と「幸福」に関わってくる社会現象での衝突と議論を⽣徒たちが積み上げてい
くことは特定の単元が設定されていない倫理分野の役割であると考えられる。また、特別
な教科「道徳」では、中学校段階は「⼈間の弱さ」に注⽬させることが求められている。  

中学校公⺠では、道徳と関連させながら、⼈間の弱さに着⽬し⾼校分野の「正義」「幸福」
を使って議論していく機会を増やしていくことが⼤切ではないでしょうか。 

⾦原 洋輔（愛知県みよし市⽴南中学校） 


